
 

事業完了報告書 

 

調査研究期間等 

調査研究期間 委託を受けた日 ～ 令和８年３月15日 

調査研究事項 以下のⅠ～Ⅴのいずれであるかを記載した上で、研究テーマを明記す

る。 

Ⅲ．都道府県・市町村間の連携に関すること 

（研究テーマ） 

夜間中学設置市教育委員会と連携した夜間中学への就学を促すた

めの周知方法及び生徒の実態に応じた日本語の指導方法に関する教

員研修の在り方について 

調査研究のねらい 本県では、令和３年に「奈良県夜間学級における教育の機会確保に

関する基本方針」（以下「基本方針」という。）を策定しており、そ

れに基づき各市町村教育委員会と連携しながら夜間中学での教育の

機会の提供を推進しているところである。「基本方針」には、夜間中

学における就学の機会の提供等に関する事項として、夜間中学におけ

る教育活動の充実に資するよう、夜間中学への就学を促すための周知

を行うことと、教育機会の確保等に関する理解等を深めるための教職

員の研修の充実を図ることを明記している。 

現在、県内には３つの市立の夜間中学が設置されている。各夜間中

学における現状や課題の把握と教育の質の向上に向けての取組につ

いて、県教育委員会と設置市教育委員会と情報共有や意見交換を行う

ため、設置市連絡協議会を開催している。 

また、夜間中学への就学について、県内各市町村教育委員会の担当 

課と連携し、情報共有を行う機会を設けている。 

近年、各夜間中学に在籍する生徒の国籍が多様化する中、設置市連

絡協議会における情報共有や意見交換で、夜間中学の教員が、生徒の

実態に応じた日本語の指導について課題を感じていることや、学齢期

の不登校生や学齢経過者で不登校経験者の受入についてなど、多様な

生徒の就学をどのように支援していくかについても課題と捉えてい

ることを把握した。 

これまでから、県教育委員会では、夜間中学に関するチラシやポス

ターを作成し、夜間中学の周知を行っており、令和６年度は、県内各

自治体や県内職業安定所、商業施設などに掲示、配布した。また、日

本語の指導方法の在り方について、大学教授を招き、県内義務教育諸

学校教員及び各市町村教育委員会担当者を対象に、「日本語の指導方

法スタートライン研修」を２回開催し、日本語指導の基礎基本的な考

え方や指導方法について講義を行った。夜間中学に在籍する教員に加

え、公立小・中学校の教員等総計87名が参加しており、日本語の指導



方法に関する研修に対するニーズの高さを感じた。 

そこで、県内公立夜間中学の設置市をはじめ、各市町村教育委員会

と情報共有し、夜間中学の現状や課題を把握したい。その上で、より

多くの夜間中学での学びを必要とする方の就学につながるよう、多言

語でポスターやチラシを作成する等のデザインの工夫を行いたい。そ

して、県の福祉部局や県内各市町村教育委員会と連携し、ポスターや

チラシの掲示場所や配布先の精選など、夜間中学の周知及び広報をさ

らに充実させていきたい。加えて、設置市教育委員会と連携し、新入

生が夜間中学について知ったきっかけについて調査し、広報活動の成

果を把握していきたいと考えている。 

また、夜間中学に通う日本語の習得に困難のある学齢経過者を含む生

徒等への日本語の指導の在り方に関して、その内容や研修方法につい

て研究を行い、県内教員の指導力の向上を図りたいと考えている。さ

らに、県教育委員会と各市町村教育委員会で研修内容について情報 

共有をしていきたい。 



 

調査研究の成果 【５月～６月】 

○第１回設置市連絡協議会の開催 

・各校の入学者についての情報共有及び夜間中学の広報計画等の検

討 

・各校における日本語指導の現状と課題について 

 

【６月～９月】 

○他府県教育委員会への聞き取り 

目的：多様な生徒を受入れと特別な教育課程の編成について情報収集

を行う。 

○県内商業施設、県内職業安定所等へ広報活動 

・県の福祉部局と連携し、県民生児童委員連合会を通じて、県内民

生児童委員協議会に夜間中学のチラシのデータ版を配布すると

ともに、県内民生児童委員への周知、活用を依頼 

・県内夜間中学についてのポスター及びチラシの設置依頼 

（県内商業施設16カ所、県内職業安定所５カ所） 

○令和７年度初任者研修 

・夜間中学に関する小・中・義務教育学校対象研修講座 

 

【10月～２月】 

○夜間中学周知ポスター及びチラシの作成 

 

【１月】 

○令和７年度第３回市町村教育委員会指導事務担当者会の開催 

・各校における夜間中学の現状の情報共有 

・令和７年度の日本語の指導方法に関する研修内容について

報告及び周知 

 

○研修「ことばの力のものさしについて」 

対象：県及び各市町村教育委員会指導主事、公立義務教育諸学校教

員 

趣旨：日本語の習得に困難のある児童・生徒等への指導方法等の工

夫改善に資するため、個に応じた指導や日本語指導の目的及

び指導方法についての研修を行い、教員の指導力の向上を目

指す。 

参加人数：26名 

 

【２月】 

○広報誌による夜間中学周知 

・「県民だより」の「インフォなら」のコーナーにて、夜間中学に



ついて周知 

○夜間中学周知チラシの作成 

・汎用版（日本語、中国語、英語、コリア語）、ベトナム語版、ネ

パール語版、スペイン語版の作成 

○夜間中学周知ポスター及びチラシの配布と広報 

・県内各市町村教育委員会等にポスター及びチラシの配布 

（県内各市町村教育委員会39カ所、奈良県夜間中学連絡協議会） 

 

【３月】 〇事業報告 




